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大潟工業団地整備事業者選定委員会 

審査基準 

 

Ⅰ．配点構成 

(1) 1次審査（満点 50点） 

 審査項目 採点 加算率 満点 

1 
土地区画整理事業 

事業計画 5－4－3－2－1 2 10点 

2 換地計画 5－4－3－2－1 2 10点 

3 企業誘致 5－4－3－2－1 2 10点 

4 地域貢献・地元企業活用 5－4－3－2－1 1 5点 

合計（基礎項目） 35点 

5 財務状況・資金調達力 5－4－3－2－1 3 15点 

総合計（基礎項目・財務審査） 50点 

 

(2) 2次審査（満点 120点） 

 審査項目 採点 加算率 満点 

1 
土地区画整理事業 

事業計画 5－4－3－2－1 4 20点 

2 換地計画 5－4－3－2－1 4 20点 

3 企業誘致 5－4－3－2－1 8 40点 

4 地域貢献・地元企業活用 5－4－3－2－1 2 10点 

合計（基礎項目） 90点 

5 財務状況・資金調達力 5－4－3－2－1 2 10点 

合計（財務審査） 10点 

6 事業スケジュール・実施スキーム 5－4－3－2－1 2 10点 

7 事業遂行能力（実績・実施体制） 5－4－3－2－1 2 10点 

合計（加点項目） 20点 

総合計（基礎項目・財務審査・加点項目） 120点 

 

Ⅱ．採点方法 

各審査項目について、委員は 1～5点で採点する。 

点数 評 価 内 容 

5点 極めて優秀（内容の信頼性・具体性・実現性・効果が極めて高い。） 

4点 優秀（内容の信頼性・具体性・実現性・効果が高い。） 

3点 普通（内容の信頼性・具体性・実現性・効果が普通程度である。） 

2点 やや劣る（内容の信頼性・具体性・実現性・効果が低い。） 

1点 劣る（内容の信頼性・具体性・実現性・効果に致命的な欠陥がある。） 
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Ⅲ．審査基準 

(1) 審査について 

1次審査については、審査書類から読み取れる範囲内で採点を行う。 

2次審査については、審査書類及びプレゼンテーションに基づき、採点を行う。 

(2) 1次審査・2次審査［共通］ 

審査項目 審査書類 評価の視点 

1 
土地 

区画 

整理 

事業 

事業 

計画 

○事業提案書 

【様式 5-1】 

・土地の種目別施行前後対照表 

【様式 5-2】 

・減歩率計算表 

【様式 5-3】 

・保留地の予定地積 

【様式 5-4】 

・公共施設別調書 

【様式 5-5】 

・資金計画書（1.収入、2.支出） 

【様式 5-6】 

・年度別歳入歳出資金計画書 

【任意様式】 

・道路計画図 

・排水計画図 

・宅地整理計画図 

・提案内容は本事業の趣旨に合致して

いるか。 

・資金計画の基となる保留地の設定や

分譲計画は適正か。 

・宅地単価の設定根拠は適正か。 

・支出の内訳が網羅され、積算根拠は

適正か。 

・道路計画、排水計画、宅地造成計画

等が、募集要領の設計条件を満た

し、かつ効果を高める工夫がなされ

ているか。 

2 
換地 

計画 

○事業提案書 

【任意様式】 

・換地計画（案） 

・換地の購入計画（該当する場合） 

・事業計画と整合し、適正か。 

・地権者への配慮がなされた計画か。 
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審査項目 審査書類 評価の視点 

3 企業誘致 

○事業提案書 

【様式 7】 

・誘致企業（案） 

・市民にとって有益な誘致が見込まれ

るか。 

・企業誘致方針が具体的で実現性が高

いか。 

・市の企業誘致に係る意思決定プロセ

スを理解しているか。 

・市との役割分担や連携に関する考え

方を示しているか。 

・重点業種（※）の優先的な誘致や市内

産業の振興など、市の施策の推進に資

する配慮がなされているか。 

（※）…重点業種 

製造業、道路貨物運送業、倉庫業、こん 

包業、卸売業、コールセンター（上越市 

企業振興条例施行規則による） 

4 

地域貢献・

地元企業

活用 

○事業提案書 

【任意様式】 

・地域貢献提案 

・地元町内会や地域住民にとって有益

な地域貢献策が示されているか。 

・地元企業の活用による地域経済への

波及効果が見込めるか、また、目標値

や効果は適正か。 

・工事・調査・販売等における地元企業・

人材の活用方針は適正か。 

5 

財務状況・

資金調達

力 

○資格要件関連書類 

【任意様式】 

 ・会社概要 

・貸借対照表 

・損益計算書 

・キャッシュフロー計算書 

（作成義務がない場合は省略可） 

・附属明細書 

・事業報告書 

○事業提案書 

【様式 5-5】 

・資金計画書（1.収入、2.支出） 

（再掲） 

【様式 5-6】 

・年度別歳入歳出資金計画書 

（再掲） 

・直近期の決算状況が健全で、企業とし

ての信用力や事業の継続性は問題な

いか。 

・取引金融機関等との関係性・融資見込

みが合理的かつ具体的で、資金調達計

画が適正か。 

・資金計画は造成費の支出と分譲収入

の時期を踏まえ、適正か。 
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(3) 2次審査のみ 

審査項目 審査書類 評価の視点 

6 

事業スケジュ

ール・実施ス

キーム 

○事業提案書 

【任意様式】 

・事業スケジュール 

・事業認可、仮換地指定、造成工事、

分譲開始、事業完了までの全体スケ

ジュールが網羅され、適正かつ早期

の分譲開始が可能な内容か。 

・土地区画整理事業や企業誘致の実施

スキームは適正か。 

7 

事業遂行能力

（実績・実施

体制） 

○事業提案書 

【様式 6】 

・（仮称）大潟工業団地土地区画 

整理事業類似業務実績一覧表 

【任意様式】 

・実施体制 

 

≪参考≫ 

○資格要件関連書類 

・会社案内等 

・宅地建物取引業法の免許証（写 

し） 

・市街地開発事業・土地区画整理 

事業の受託契約書（写し） 

・建設業許可証明書（写し） 

・建設工事に関する技術者が在 

職していることが分かる書類 

・土地区画整理事業等の類似事業の実

績は、内容及び規模共に適正か。 

・事業の実施のための組織体制や、募

集要領で示す有資格者の人員配置、

リスク管理等が適正か。 
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Ⅳ．（参考）2次審査における選定パターンの例示（5者の場合を想定） 

順位付け方式と合計点方式の結果の組み合わせに応じた取扱いを以下に示す。 

パターン 順位付け方式 取扱い 

パターン① 

（通常） 
第 1順位数がＡ最多 

Ａを最優秀提

案者に決定 

パターン② 

（第 1順位数同数） 

Ａ、Ｂとも第１順位数が同数 

ＡとＢを比較し、Ａの第 2順位数が多数 

パターン③ 

（第 1、2順位数同数） 

Ａ、Ｂとも第１、2順位数が同数 

ＡとＢを比較し、Ａの第 3順位数が多数 

パターン④ 

（第 1～3順位数同数） 

Ａ、Ｂとも第１～3順位数が同数 

ＡとＢを比較し、Ａの第 4順位数が多数 

パターン⑤ 

（全順位同数：合計点） 

Ａ、Ｂとも全ての順位数が同数 

ＡとＢを比較し、Ａの合計点が高得点 

パターン⑥ 

（全順位・合計点とも一致） 

Ａ、Ｂとも全ての順位数が同数 

Ａ、Ｂとも合計点が同点 

委員会の合議

により決定 

パターン⑦ 

（基準以下） 

①全委員の合計点が満点の 50％に満たない審査

項目が 1つ以上ある場合 

②全委員の合計点が満点の 70％に満たない場合 

事業施行予定

者として決定

しないことが

ある。 

 

 

 


